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田

香

融

真
宗
、

と
く
に
本
願
寺
派
の
宗
学
の
生
い
立
ち
を
眺
め
て
ゆ
く
と
、
近
世
末
期
に
起
っ
た
三
業
惑
乱
（
一
七
九
入
｜
一
八
O
六）

の
及

ぼ
し
た
影
響
は
、
は
か
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
い
。

惑
乱
以
前
の
宗
学
体
系
は
、
惑
乱
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
改
訂
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
宗
学
上
の
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
百
八
十
度
の
価
値
転
換
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
一
々
枚
挙
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ

ろ
う
。さ

て
本
論
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
初
期
宗
学
と
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
惑
乱
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
否
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
宗
学
で

あ
っ
て
、

ま
さ
に
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
宗
学
史
で
は
甚
だ
不
遇
な
取
扱
い
を
う
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
、
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
宗
学
史
観
も
、
そ
ろ
そ
ろ
反
省
さ
れ
て
よ
い

時
機
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
初
期
宗
学
は
、
今
日
の
伝
統
宗
学
か
ら
見
て
、
粗
雑
で
あ
り
、
幼
稚
で
も
あ
ろ
う
。
だ

が
一
面
で
は
、
宗
学
創
成
期
に
特
有
な
生
気
に
富
み
、

ま
た
自
由
柑
達
の
気
風
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ



売①
私
は
さ
ら
に
、
初
期
宗
学
を
積
極
的
に
取
上
げ
よ
う
と
す
る
論
拠
と
し
て
、
次
の
二
点
を
加
え
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
惑

乱
に
よ
っ
て
不
日
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
宗
学
は
、
初
期
宗
学
の
土
壌
の
上
に
開
花
し
、

い
わ
ば
そ
の
体
質
を
う
け
つ
い

で
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
初
期
末
学
は
、
惑
乱
以
前
の
本
願
寺
派
教
団
｜
l
そ
れ
は
幕
藩
体
制
の
確
立
期
・

強
化
期
を
根
強
く
生
き
抜
い
て
き
た
ー
ー
を
二
百
年
に
わ
た
っ
て
現
実
に
権
威
づ
け
、
維
持
し
て
き
た
教
学
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

以
下
私
は
こ
の
時
期
の
代
表
的
な
宗
学
者
数
名
を
え
ら
び
出
し
、
そ
の
宗
学
思
想
に

か
ん
た
ん
な
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

②
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
宗
学
史
を
取
扱
っ
た
著
述
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
少
く
な
か
っ
た
が
、

③
 

『
龍
谷
大
学
一
二
百
年
史
L

に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
を
三
期
に
分
っ
て
論
じ
て
お
り
、
甚
だ
便
利
で
あ
る
。
小
論
も
、

そ
れ
ら
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き

し
ば
ら
く
こ
の
時

期
区
分
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
三
百
年
史
』

に
よ
れ
ば
、
幕
初
よ
り
享
保
に
至
る
第
一
期
（
一
六
四
O
頃

ー
一
七
三
五
頃
）
、

元
文
よ
り
明
和
に
至
る
第
二
期
（
一
七
三
六
頃
一
七
七
O
頃）、

そ
し
て
明
和
の
末
よ
り
惑
乱
に
及
ぶ
第
三
期
（
一
七

七
O
頃
l
一八
O
O頃
）
に
三
区
分
し
、
こ
れ
に
創
成
、
全
盛
、

衰
退
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
c

こ
の
評
価
は
本
書
の
性
格
上
、
学

林
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、

そ
の
ま
ま
宗
学
界
全
体
に
及
ぼ
し
が
た
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
区
分
そ
の
も
の
は
ま
ず
妥
当
で

あ
る
。
私
は
、
こ
の
三
期
を
代
表
す
る
学
匠
と
し
て
、
知
空
・
法
震
・
功
存
の
三
人
を
選
び
出
し
て
み
た
。

い
ず
れ
も
一
派
の
教
学
を

代
表
す
る
能
化
職
（
二
代
・
四
代
・
六
代
）

に
任
じ
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
選
択
の
妥
当
さ
は
、
以
下
の
行
論
か
ら
も
納
得
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
う
。
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ノ、

京
都
栗
田
口
真
党
寺
明
性
の
子
、
初
代
能
化
西
吟
に
師
事
し
、
早

④
 

成
の
ほ
ま
れ
あ
り
、
十
九
歳
に
し
て
ぬ
き
ん
で
ら
れ
て
本
山
御
堂
衆
と
な
る
。
と
き
に
承
応
の
間
賠
に
際
し
、
創
立
聞
も
な
か
っ
た
本

最
初
に
取
上
げ
よ
う
と
す
る
知
空
（
一
六
三
四
｜
一
七
一
八
）
は
、

山
学
林
は
幕
府
よ
り
取
段
し
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本
派
学
運
の
危
機
に
際
会
し
て
、

か
れ
は
学
林
再
興
に
尽
力
し
、
や
が
て
元

禄
八
年
三
六
九
五
）
、
学
林
は
束
中
筋
に
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
知
空
は
六
十
歳
、

学
林
に
お
け
る
実
質
上
の
主
管
者
で
あ
っ
た

能
化
任
命
の
時
期
は
明
か
で
な
い
が
、
ふ
つ
う
か
れ
を
第
二
代
能
化
に
数
え
て
い
る
。

⑤
 

か
れ
の
自
伝
に
も
と
づ
い
て
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
教
学
界
に
お
け
る
か
れ
の
地
位
を
窺
う
に
足
る
も
の
で

以
上
は
、

あ
る
。
十
九
歳
の
と
き
、
西
吟
の
講
義
に
列
し
て
聞
記
し
た
寸
安
楽
集
輪
開
』
七
巻
、
二
十
三
歳
の
著
『
論
註
翼
解
』
九
巻
、
東
西
両

派
の
正
聞
を
史
論
風
に
論
じ
た
『
金
銭
一
記
L

二
巻
な
ど
、
著
述
の
多
い
こ
と
で
も
、
当
代
学
匠
の
中
で
出
色
の
知
空
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
し
ば
ら
く
有
名
な
る
『
南
窓
塵
壷
』
に
よ
っ
て
、

か
れ
の
学
風
の
一
端
を
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。

『
南
窓
塵
壷
』

一
巻
は
践
文
に
よ
れ
ば
、
正
徳
三
年
（
一
七
二
二
）
か
れ
八
十
歳
の
作
で
あ
る

（
か
れ
は
そ
の
五
年
後
の
享
保
三
年
八
十

五
才
で
残
し
て
い
る
）
。

い
わ
く

「
八
十
老
柄
死
期
ノ
近
キ
マ
、
ニ
、
故
僅
ノ
中
ヨ
リ
盛
年
一
一
書
置
キ
シ
反
古
ヲ
ト
リ
イ
ダ
シ
、
自
分

催
促
ノ
タ
メ
ニ
ア
ラ
タ
メ
書
記
シ
」
た
も
の
だ
と
い
い
、

ま
た
「
翼
解
九
巻
・
輪
開
七
巻
・
照
蒙
記
九
巻
・
和
賛
首
書
三
巻
ソ
ノ
ホ
カ

ノ
述
作
ノ
書
ニ
考
ノ
不
足
ナ
ル
処
モ
ア
リ
、
先
年
改
削
リ
テ
別
ニ
カ
キ
ヲ
ケ
リ
、
乞
願
ク
ハ
コ
レ
ラ
モ
吟
味
ヲ
タ
ノ
ム
モ
ノ
ナ
リ
L

と

も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
晩
年
の
か
れ
は
、
旧
著
の
意
に
満
た
ざ
る
部
分
に
朱
筆
な
加
え
る
程
に
、
自
己
の
領
解
し

た
安
心
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
か
れ
が
、
最
後
に
到
達
し
た
安
心
の
極
致
を
披
脱
し
た
書
が
、
こ
の
『
南
窓
塵
壷
』

一
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は

「
一
念
発
起
平
生
業
成
」
の
丈
に
つ
い
て
、
三
十
一
か
条
の
問
答
を
し
る
す
と
い

う
体
裁
を
と
り
、
小
冊
子
な
が
ら
、
初
期
の
安
心
問
答
書
と
し
て
興
味
深
い
。

三
十
一
か
条
の
問
答
を
網
羅
的
に
考
察
、
す
る
こ
と
は
本
論
の
趣
旨
で
は
な
い
か
ら
、
今
問
題
と
思
わ
れ
る
点
を
指
摘
す
る
と
、

た
と



南
無
ト
称
ル
ハ
行
ナ
リ

え
ば
、
第
二
条
に
「
往
生
ハ
願
行
具
足
シ
テ
コ
ソ
往
詣
ス
ヘ
シ
」
と
い
い
、
ま
た
第
十
一
条
に
「
心
一
一
南
無
ト
念
セ
ハ
願
ナ
リ
、

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
往
生
ス
ヘ
シ
」
な
ど
と
述
べ
て
願
行
具
足
の
往
生
を
強
調
し
て
い
る
が
、
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
口

は

「
単
ノ
発
願
ナ
ン
ゾ
業
成
セ
ン
ヤ
」
と
い
う
聞
に
答
え
て

「
今
ノ
一
念
ハ
信
行
相
備
ノ
一
念
ナ
リ
」

と
い
い
（
第
二
条
）
ま
た

第
五
条
に
「
名
号
ヲ
キ
、
テ
信
心
ヲ
決
得
シ
、
信
心
歓
喜
シ
テ
名
号
ヲ
ト
ナ
フ
、
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
領
解
ス
レ
ハ
、
信
行
具
足
シ
テ
行
前

い
わ
ゆ
る
信
行
具
足
の
往
生
を
力
説
し
て
い
る
。
往
生
の
た
め
に
は
、
信

信
後
、
信
前
行
後
、
旋
火
輪
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
述
べ
る
な
ど
、

－
願
・
行
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と

す
な
わ
ち
信
願
行
の
三
資
糧
説
が
知
空
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ

h
勺
J

。と
こ
ろ
で
問
題
は
、
知
空
の
信
・
願
・
行
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
す
る
内
容
で
あ
る
が
、

ま
ず
信
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
に
「
信
心
ハ
能

帰
ノ
心
ナ
リ
、
能
帰
ノ
心
ナ
ク
ハ
所
帰
ノ
名
号
－
一
信
ヲ
具
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
明
言
し
て
、
如
来
廻
向
の
信
と
い
う
側
面
を
全
く
無
視
し

て
い
る
し
、
次
に
願
に
つ
い
て
は
、
廻
向
発
願
心
と
い
っ
た
理
解
を
斥
け
て
、

「
所
帰
ノ
仏
－
一
対
シ
、
心
一
一
南
無
ト
念
ス
ル
ハ
願
、
口

し
た
が
っ
て
最
後
の
行
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
専
ら
衆
生
の
称
名

の
行
と
解
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
知
空
の
教
学
は
「
能
帰
の
心
」
を
強
調
す
る
素
朴
な
能
行
説

一
ト
ナ
フ
ル
ハ
行
」

（
第
十
条
）
と
い
っ
た
解
釈
を
下
し
て
い
る

で
あ
っ
た
と
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
知
空
晩
年
に
到
達
せ
る
安
心
の
概
要
で
あ
っ
た
。
後
年
、
知
空
が
つ
一
業
帰
命
説

⑤
 

の
遠
い
淵
叢
と
目
せ
ら
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

右
に
瞥
見
し
た
知
空
の
教
学
が
、
今
日
か
ら
見
て
何
如
に
評
価
せ
ら
れ
る
に
し
ろ
、
私
た
ち
の
関
心
は
、

か
れ
の
こ
う
し
た
思
想
的

立
場
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う
次
の
間
に
移
る
。
こ
こ
で
知
空
の
生
涯
の
事
蹟
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
各
地
で
の
異
義
調

初
期
真
宗
学
の
思
想
史
的
一
考
察

四
七
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理
の
功
績
で
あ
る
。
知
空
の
自
伝
に
「
そ
の
問
、

な
お
諸
国
を
往
還
し
、
而
し
て
武
江
の
輪
役
を
勤
め
、
或
は
三
年
、
或
は
一
両
年
、

或
は
五
年
、
都
て
十
二
年
。
東
武
に
あ
り
、
或
は
摂
・
河
・
泉
・
江
・
濃
・
信
・
加
・
丹
・
芸
の
諸
州
、

下
総
・
日
光
山
・
鎌
倉
等
を

巡
回
す
」
と
い
う
ロ
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
紀
州
黒
江
の
異
義
を
解
決
し
、

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
は
紀
州
川
那
部
門
徒
の

異
義
を
、
同
四
年
に
は
信
越
の
策
励
異
義
を
調
理
し
た
。
か
れ
が
著
述
に
余
念
な
き
学
匠
た
る
に
留
ま
ら
ず
、
門
徒
と
の
接
触
の
機
会

多
く
、
民
衆
教
化
に
と
く
に
意
を
用
い
た
布
教
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
で
も
寛
文
四
年
の
黒
江
の
異
義
は
、
本
派
異
義
史

の
闘
頭
を
飾
る
（
？
）
事
件
で
あ
る
が
、
当
時
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
知
空
は
、
山
命
を
帯
び
て
現
地
に
赴
き
、
見
事
に
こ
れ
を
解
決
し

⑦
 
た

黒
江
一
件
に
つ
い
て
は
、
幸
い
そ
の
始
末
を
記
録
し
た
知
空
の
『
鷺
森
合
事
』

＠
 

一
巻
が
あ
る
。
事
件
の
発
端
は
黒
江
門
徒
に
作
大
夫

な
る
も
の
あ
り
、
無
帰
命
安
心
を
唱
え
て
黒
江
御
坊
の
住
持
の
貞
岩
と
対
立
し
た
。

「
含
事
L

に
そ
の
さ
ま
を
述
べ
て
い
わ
く

←寸

西

方
浄
土
ハ
実
ニ
ナ
シ
、
阿
弥
ヲ
タ
ノ
ム
ト
云
コ
ト
カ
ツ
テ
ナ
シ
G

夕
、
生
身
ノ
如
来
ト
云
ハ
御
開
山
善
知
識
ナ
リ
ト
テ
、
念
仏
ヲ
ト
ナ

フ
ル
ヲ
大
ニ
笑
ヒ
、
坊
主
ノ
法
談
ヲ
キ
ク
モ
ノ
ヲ
ア
サ
ケ
リ
、
坊
主
ノ
作
法
・
絵
像
木
像
ハ
コ
レ
一
往
方
便
ノ
義
ナ
リ
ト
イ
ヒ
、

中

略
）
作
太
夫
方
ノ
モ
ノ
ヲ
ハ
安
心
ノ
義
ト
ナ
ツ
ケ
テ
諸
人
ヲ
瑚
弄
セ
リ
。
又
カ
レ
ラ
ハ
カ
ツ
テ
称
名
ヲ
口
ス
サ
ム
コ
ト
ナ
シ
。

夕
、
御

閉
山
善
知
識
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
弥
陀
ト
テ
別
ニ
ナ
シ
。
ソ
ノ
御
恩
ヲ
恭
プ
喜
フ
カ
至
極
ナ
リ
ト
テ

ツ
ネ
ニ
ハ
睦
呼
ト
ハ
カ
リ
イ
ヒ
テ

声
モ
報
謝
ノ
称
名
ヲ
ト
ナ
フ
ル
コ
ト
カ
ツ
テ
ナ
キ
ナ
リ
」
と
。

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
み
る
に
、
作
末
夫
一
派
の
異
義
は
知
識
帰
命

と
無
帰
命
安
心

⑨
 

に
結
び
つ
い
た
典
型
的
な
観
念
系
異
義
で
あ
っ
た
。
さ
て
本
山
は
、

（
御
閉
山
善
知
識
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
弥
陀
ト
テ
別
ニ
ナ
シ
）

（
ツ
ネ
ニ
ハ
ア
ア
ト
ハ
カ
リ
イ
ヒ
テ
称
名
ヲ
ト
ナ
プ
ル
ナ
シ
）
が
表
哀
一
体

ま
ず
御
堂
衆
明
浩
士
寸
存
空
を
調
理
に
赴
か
し
め
た
が
、
存
空
は
却

っ
て
作
太
夫
党
に
同
調
し
、

ま
す
ま
す
問
題
を
こ
じ
れ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
存
空
の
人
物
、

あ
る
い
は
存
空
の
異
義
同
調
の
経
緯
に
つ

い
て
は
述
べ
た
い
点
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
で
お
こ
う
。
さ
て
事
の
な
り
ゆ
き
に
驚
い
た
本
山
は
、
存
空
を
召
喚
し
て
、
同



じ
く
御
堂
衆
で
あ
っ
た
宗
誓
・
知
空
等
を
し
て
、

か
れ
を
札
問
せ
し
め
る
。
知
空
が
こ
の
事
件
に
関
係
す
る
の
は
、
こ
の
段
階
か
ら
で

あ
る
が
、

か
れ
は
紛
糾
し
た
事
件
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

知
空
は
ま
ず
存
空
を
徹
底
的
に
札
問
し
、

正
義
に
廻
心
せ
し
め
た
の
ち
、
自
身
黒
江
に
赴
い
て
、
作
太
夫
を
追
放
し
、
門
末
を
教
諭

し
た
。
こ
の
経
過
の
中
、
私
の
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
存
空
裁
断
に
際
し
て
見
ら
れ
た
「
改
悔
だ
の
み
」
に
関
す
る
論
争
で
る
。
右

に
引
用
し
た
『
含
宅
』

の
文
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に

作
太
夫
一
味
の
異
義
は
、
御
坊
の
住
持
点
岩
に
対
す
る
反
撞
に
発
端
し

た
。
そ
し
て
貞
岩
へ
の
反
撞
は
、

「
坊
主
ノ
作
法
、

絵
像
木
像
ハ
コ
レ

一
住
方
便
ノ
義
ナ
リ
」

と
い
う
主
張
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い

る
。
前
後
の
文
か
ら
判
断
す
る
と
「
坊
主
ノ
作
法
」
と
い
う
の
は
、
当
時
、
門
徒
数
化
の
為
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
「
改
悔
だ
の
み
」

を
指
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
改
悔
だ
の
み
は
普
通
蓮
如
の
時
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
が
、
蓮
如
時
代
の
精
神
的
意
味
は
忘
れ
ら
れ

て
、
「
モ
ロ
ノ
’
＼
ノ
雑
行
云
々
」
の
固
定
し
た
文
句
を
、
僧
侶
の
首
唱
に
よ
っ
て
門
徒
一
同
が
異
口
同
音
に
唱
え
出
す
形
式
的
儀
礼
と
化

⑩
 

し
て
い
た
。
こ
の
変
質
は
本
願
寺
教
団
が
、
近
世
封
建
制
の
体
制
内
宗
教
に
定
着
す
る
経
過
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
こ
に
同
じ
く
引
合

い
に
出
さ
れ
た
「
絵
像
・
木
像
し
に
つ
い
て
は
、
最
近
千
葉
乗
降
氏
が
、
木
像
の
下
附
が
慶
長
・
一
克
和
の
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
て
行
わ
れ

た
事
情
を
復
原
し
て
い
ら
れ
る
Q

改
悔
だ
の
み
と
木
仏
下
附
は
、
い
わ
ば
本
願
寺
教
団
の
近
世
的
定
着
の
指
標
を
な
す
物
心
両
面
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
作
太
夫
党
が
こ
う
し
た
近
世
的
定
着
に
反
捜
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
雄
名
高
き
雑
賀
門
徒
の
末
商
た
る
片
貌
を

見
出
し
え
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
の
点
は
し
ば
ら
く
措
い
て
、
知
空
は
こ
れ
に
対
し
て
、

い
か
な
る
態
度
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

知
空
は
存
空
を
裁
断
す
る
場
に
お
い
て

「
中
古
己
来
、

コ
ノ
改
悔
、
タ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
信
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
天
下
過
半
ナ
レ
バ

ソ
ノ
モ

ノ
ハ
ア
ヤ
マ
リ
ト
ハ
キ
メ
カ
タ
シ
」
と
述
べ
て
、
明
か
に
こ
れ
を
肯
定
・
是
認
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
知
空
は
、
本
願
寺
教
団
の

近
世
的
定
着
を
ジ
ァ
ス
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

か
れ
が
本
山
の
手
足
と
な
っ
て
、
民
衆
教
化

に
奔
命
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
に
私
は
、

「
南
窓
塵
壷
」
に
見
ら
れ
る
知
空
の
教
学
を
素
朴
な
る
能

初
期
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想
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行
説
と
規
定
し
た
が
、

か
か
る
教
学
の
成
立
は
、
教
団
の
「
近
世
的
定
着
」
の
経
過
に
対
応
し
た
も
の
と
結
論
し
て
差
支
え
な
い
で
あ

ろ
h

つ。

四

知
空
に
遅
れ
る
こ
と
約
六
十
年
、
法
霜
（
一
六
九
三
l
一
七
四
一
）

は
、
紀
州
海
部
郡
関
戸
村
に
生
れ
た
。
父
は
鷺
森
御
坊
の
塔
頭
松

林
寺
の
休
岸
。
年
十
七
、
薙
髪
し
、
十
九
歳
に
し
て
選
択
集
を
講
じ
、
衆
人
を
驚
か
せ
た
。

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
、

二
十
七
歳
の

と
き
本
山
学
林
に
入
り
、
一
二
代
能
化
若
震
に
師
事
し
た
。
知
空
示
寂
の
翌
年
に
当
る
。
同
七
年
に
は
早
く
も
学
林
に
正
信
備
を
講
じ
て

い
る
。
若
需
は
か
れ
を
嗣
に
擬
し
、
近
江
日
野
正
山
宗
寺
を
付
嘱
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

か
れ
は
師
・
桃
渓
若
震
を
襲
う
て
、

日
渓
法

震
を
名
の
る
の
で
あ
る
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
、

若
震
化
寂
す
る
や

か
れ
は
第
四
代
能
化
職
に
就
い
た
が

こ
の
時
に
当
つ

て
、
学
林
は
全
盛
期
を
迎
え
た
Q

門
弟
多
く
、
後
世
の
諸
学
轍
は
、
こ
と
ご
と
く
日
渓
の
門
に
湊
流
す
と
い
わ
れ
る
。

法
霜
の
功
績
に
は
、
宗
門
の
革
正
、
鳳
揮
と
の
論
争
、
学
林
の
興
隆
な
ど
が
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
わ
り
道
を
さ
け
て
直
ち
に
か

等
身
の
著
述
の
中
で
、

⑬
 

成
っ
た
『
阿
弥
陀
経
聖
浄
決
』
二
巻
で
あ
る
。
門
人
東
麟
の
践
に
い
わ
く
、
「
己
西
の
夏
、
湖
東
震
講
主
、
斯
の
典
を
本
山
に
演
ず
。
妙
談

れ
の
教
学
の
内
容
に
就
こ
う
。

代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
が

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
夏
講
に

極
説
人
の
耳
目
を
驚
か
す
。

（
中
略
）
師
是
に
お
い
て
欣
々
然
と
し
て
筆
を
五
月
十
八
日
に
把
り
、
未
だ
旬
を
挟
ず
し
て
書
成
る
云
々
」

（
原
漢
文
以
下
同
）
と
。
時
に
法
霧
三
十
七
歳
、
最
も
壮
年
の
作
で
あ
っ
た
。

か
れ
自
身
も
本
書
の
巻
末
に
、
「
筆
を
投
じ
て
日
く
、
我
を

知
る
も
の
は
其
れ
唯
だ
聖
浄
決
か
。
我
を
罪
す
る
も
の
は
そ
れ
唯
だ
聖
浄
決
か
」
と
述
べ
、
得
意
の
作
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

本
書
を
披
読
す
る
と
き
、
ま
ず
最
初
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、
著
者
の
引
用
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
き
わ
め
て
宏
大
な
る
こ
と
で
あ

る
。
華
厳
あ
り
、
天
台
あ
り
、
諸
々
の
経
典
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、

ま
こ
と
に
壮
観
で
あ
る
。

し
か
し
、
主
と
し
て
い
え
ば
、
品
一
主
導
の



疏
を
骨
格
と
し
、
天
台
流
の
釈
風
を
最
も
愛
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

い
か
よ
う
に
も
解
釈
な
し
う
る
阿
弥
陀
経
と
い
う
経
典
を
え
ら
ん
で
、

「
聖
浄
決
』
と
い
う
主
題
か
ら
見
て

あ
る
い
は
当
然
で

も
あ
っ
て
、
も
と
も
と
本
書
は
、

い
わ
ば
通
仏
教
の
土
俵
に
出

て
「
当
流
の
正
義
」
を
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
荷
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ω

し
か
し
、
こ
う
し
た
仕
事
は
、
例
の
「
今
宗
の

⑬
 

学
者
、
大
蔵
中
の
一
二
部
を
学
ぶ
勿
れ
、
須
く
三
部
中
の
大
蔵
を
学
ぶ
べ
し
」
と
喝
破
し
た
法
訴
に
し
て
、
は
じ
め
て
な
し
う
る
偉
業
で

も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
に
関
連
し
て
少
し
く
注
意
を
要
す
る
の
は

『
聖
浄
決
』
の
巻
首
に

「
夫
れ
宗
を
談
ず
る
も
の
は
教
行
を
混
ぜ
ざ

ら
ん
こ
と
を
要
す
。
も
し
教
行
を
混
ず
れ
ば
正
意
を
失
却
す
。
果
海
を
論
ず
る
に
至
り
で
は
、
他
教
を
以
て
之
が
潤
色
を
為
す
も
何
の

失
か
之
あ
ら
ん
」
と
述
べ
、
通
仏
教
の
立
場
で
真
宗
の
独
自
義
を
明
か
に
し
よ
う
と
い
う
釈
風
に
つ
い
て
、
教
行
の
分
際
と
い
う
こ
と

を
持
出
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
弁
明
を
試
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
G

こ
れ
を
、
巻
末
の
「
我
を
知
る
も
の
は
聖
浄
決
か
云
々
」
と
い
う
軒

昂
た
る
語
句
と
比
べ
る
と
き
、
奇
異
の
感
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

『
聖
浄
決
』
を
執
筆
す
る
に
当
っ
て
、
法
震
が
慎
重
な
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
学

林
、
な
い
し
は
本
願
寺
派
の
学
界
の
一
部
に
、
法
震
の
こ
う
し
た
学
風
に
対
し
て
あ
き
た
ら
ず
と
す
る
傾
向
が
見
え
は
じ
め
て
い
た
こ

と
は
た
し
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
真
宗
教
典
士
山
』
（
二
）
に
挙
げ
る
「
選
択
集
講
義
破
斥
一
巻
」
の
注
に
は

「
享
保
十
年
乙
己
の

夏
、
法
謀
本
山
学
校
に
て
選
択
集
を
講
ず
Q

潜
龍
此
の
書
を
著
し
て
之
を
破
す
。
又
再
破
あ
り
、

再
々
破
あ
り
し
と
述
べ
、
こ
の
数
年

前
に
法
震
の
選
択
集
講
義
を
め
ぐ
っ
て

一
つ
の
論
争
の
生
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
潜
龍
な
る
僧
の
批
判
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
答

え
た
法
需
の
反
論
な
ど
、

そ
の
詳
細
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
法
震
が
『
聖
浄
決
』
に
「
他
教
を
以
て
之
が
潤
色
を
な
す
も
何
の

失
か
之
あ
ら
ん
」
と
い
っ
た
こ
と
と
何
か
関
係
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
法
需
が
寂
し
て
二
十
数
年
後
の
明
和
法
論
に
際
し
て
、
播
州

⑮
 

の
智
逼
が
暗
に
法
震
を
指
し
て
「
他
宗
の
円
融
即
具
の
談
を
羨
み
」
、

聖
拍
悼
の
分
際
を
混
ぜ
る
も
の
と
言
葉
鋭
く
批
判
し
た
こ
と
は
、

初
期
真
宗
学
の
思
想
史
的
一
考
察

五
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よ
く
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
、
そ
の
智
逗
の
法
諜
攻
撃
も
、
法
霜
没
後
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
智
逼
の
『
阿
弥
陀
経
展
持

⑮
 
抄』

（
享
保
十
七
年
の
作
）
を
披
く
と
、
随
処
に
「
講
主
L

の
説
と
し
て
法
震
の
学
説
を
引
用
し
、

筆
を
つ
く
し
て
痛
破
し
て
い
る
。

以
上
の
事
実
に
よ
っ
て
我
々
は
、
法
震
の
華
や
か
な
デ
ビ
ュ
ー
の
か
げ
に
、
学
林
の
内
外
か
ら
根
強
い
抵
抗
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
確
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
知
空
以
来
の
素
朴
な
る
能
行
説
で
固
め
ら
れ
て
い
た
本
派
学
林
の
中
に
、
絢
燭
た
る
学
識
を
ふ
り
か
ざ
し

て
、
本
派
教
学
に
新
傾
向
を
吹
込
ん
だ
法
震
の
活
躍
は
ま
こ
と
に
壮
ん
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
伝
統
派
か
ら
の
風
当
り
も
強
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
震
は
や
が
て
能
化
に
任
じ
、

か
れ
の
学
風
は
学
林
の
内
外
を
風
願

し
た
。
そ
こ
に
我
々
は
、
時
代
の
推
移
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
幕
府
は
元
禄
の
頃
よ
り
、
創
業
時
代

の
緊
店
摘
を
失
い
、
世
は
文
運
隆
盛
の
機
運
を
迎
え
た

本
願
寺
教
団
も
ま
た
懸
案
の
課
題
と
す
る

「
近
世
的
定
着
し

を
一
応
果
遂
し

た
c

次
に
教
団
に
与
え
ら
れ
た
新
し
い
課
題
は
「
近
世
的
展
開
」
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
法
骨
収
の
十
本
派
学
事
史
上

に
果
た
し
た
役
割
は
、

ま
さ
に
こ
の
近
世
的
展
開
を
教
学
の
上
に
実
現
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⑫
 

先
学
の
研
究
に
し
た
が
え
ば
、
法
諜
の
宗
学
上
の
立
場
は
、
所
行
説
の
先
駆
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑬
 

『
正
信
倒
捕
影
記
』
の
「
帰
命

し
を
釈
す
る
段
に
「
衆
生
の
能
帰
の
心
は
、
法
体
に
共
足
せ
り
」
と
い
う
。

か
つ
て
知
空
が
強
調
し
た
「
能
帰
の
心
」
は
今
や
法
霜
に

よ
っ
て
「
法
体
に
具
足
」
せ
る
如
来
の
修
徳
に
摂
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

「
浄
土
折
衝
篇
』
上
の
「
所
行
処
に
お
い
て
能
行
を
建
立
せ

り
。
終
日
行
じ
て
、
而
も
所
行
海
を
離
れ
ず
」
と
い
う
有
名
な
る
文
句
も
、
対
日
刷
埠
の
一
一
一
一
一
口
莱
と
し
て
理
解
す
る
前
に
、
知
空
に
代
表
さ

れ
る
前
期
の
宗
学
に
対
す
る
巧
妙
な
る
対
内
的
警
句
と
し
て
味
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
知
空
が
『
市
窓
塵
定
』
を
著
わ
し
て
か

ら
、
法
寂
が
「
正
信
財
捕
影
記
」
を
述
成
（
一
七
三
一
）
す
る
ま
で
、
僅
か
十
八
年
、

宗
学
の
基
調
の
か
か
る
急
激
な
る
転
換
を
誰
が

予
想
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。



五

最
後
に
三
業
惑
乱
の
張
本
と
目
せ
ら
れ
る
六
代
能
化
功
存
を
取
上
げ
る
答
の
と
こ
ろ
、
私
の
不
手
際
に
よ
っ
て
、
余
す
と
こ
ろ
の
紙

数
僅
か
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
の
く
わ
し
い
考
察
は
後
日
に
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

た
だ
功
存
（
一
七
二
O

一
七
九
六
）
の

三
業
帰
命
説
の
成
立
に
つ
い
て
、
上
述
の
観
点
か
ら
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
惑
乱
の
発
端
を
な
し
た
問
題
の
書
コ
即
、
生
帰
命

弁
』
の
述
作
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
l
l
六
円
）
、
越
前
に
流

行
し
た
無
帰
命
安
心
の
対
破
の
書
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
帰
命
弁
』
に
は
そ
の
興
起
事
縁
を
示
し
て
、

縁
ト
ハ
支
派
ノ
中
ニ
一
一
一
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ム
一
念
帰
命
ノ
処
ニ
御
タ
ス
ケ
一
定
ト
信
ズ
ル
モ
ノ
ヲ
毘
シ
、
報
謝
ノ
称
名
ヲ
ス
、
ム
ル
コ
ト

ヲ
大
－
一
キ
ラ
ヒ
ニ
グ
メ
リ
、
剰
へ
領
解
出
一
一
一
一
口
ナ
ド
一
一
百
フ
コ
ト
ヲ
廃
シ
テ
其
謂
ヲ
受
ク
ル
末
々
ハ
一
向
其
改
悔
文
ヲ
記
得
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ

「
ソ
ノ
事

ニ
至
ル
ト
カ
ヤ
云
々
」
と
こ
の
異
義
の
概
要
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
具
安
心
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
上
述
の
黒
江
の
異
義
と
全
く

同
じ
型
に
高
す
る
無
帰
命
安
心
で
あ
っ
た
。
功
存
は
山
命
に
よ
っ
て
、

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
福
井
の
録
所
に
お
い
て
、
異
義
の

張
本
浄
元
寺
龍
養
に
教
諭
を
与
え
、
こ
れ
を
回
心
せ
し
め
た
。
そ
し
て
そ
の
後
両
日
に
亘
っ
て
、
同
所
に
お
い
て
四
席
の
法
鍾
を
開

き
、
園
内
の
法
中
総
門
徒
中
に
対
し
て
告
諭
を
試
み
た
。

⑮
 

の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
願
生
帰
命
弁
」
二
巻
は
、
実
に
こ
の
と
き
の
四
席
の
法
談
を
ま
と
め
た
も

称
名
を
廃
し
、
領
解
出
言
（
改
悔
だ
の
み
）

を
拒
否
し
た
異
義
に
対
し
て
、

功
存
が
知
空
と
内
じ
よ
う
な
能
帰
を
強
調
す
る
告
諭
を

試
み
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
誤
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
問
題
は
む
し
ろ
そ
の
後
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
述
、
福
井
録
所
に
お

ま
た
こ
の
書
を
見
る
も
の
は
そ
の
理
極
成
せ
り
と
随
喜
し
た
と
い
わ
れ
伊
。
こ
う
し

け
る
演
説
の
時
に
は
、
道
俗
男
女
歓
喜
踊
躍
し
、

た
予
想
以
上
の
反
響
に
自
信
を
得
た
功
存
な
ら
び
に
そ
の
門
弟
た
ち
に
よ
る
極
端
な
能
行
学
説
の
強
調
と
、
こ
う
し
た
立
場
に
も
と
づ

初
期
真
宗
学
の
思
想
史
的
一
考
察

五
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く
学
林
内
の
法
義
統
制
の
強
行
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
っ
た
い
異
安
心
の
思
想
問
題
と
し
て
の
特
殊
性
は
、
教
団
統
制
の
問
題
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
異
安
心
裁
断
の
場
に

お
い
て
は
、
甲
も
可
、

乙
も
可
と
い
う
態
度
は
許
さ
れ
な
い
。
甲
そ
是
と
す
れ
ば
、

乙
は
必
ず
非
と
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
功
存
の
一
隅
井
で
の
活
躍
は
、

た
し
か
に
評
価
し
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

た
だ
そ
う
し
た
態
度
を
学
林
内
部
に
も
貫
徹
し

ょ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
知
空
当
時
の
学
林
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
す
で
に
法
震
の
所
行
説
の
洗
礼
を
う
け
た
の
ち
の

学
林
で
あ
る
。

心
あ
る
学
匠
は
陸
続
と
し
て
帰
郷
し
、
地
方
の
学
塾
に
雌
伏
し
て
、
学
林
の
独
り
よ
が
り
な
偏
向
を
白
眼
視
し
た
の
も

当
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
惑
乱
は
起
る
べ
く
し
て
起
っ
た
。

と
こ
ろ
で
実
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
惑
乱
の
際
の
在
野
派
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。
す
で
に
石
田
慶
和
氏
が
指
摘
せ
ら
れ
た
よ
う

に
、
惑
乱
に
際
し
て
功
存
・
智
洞
の
学
林
派
を
す
る
ど
く
追
求
し
た
大
濡
・
道
穏
等
の
在
野
派
も
、

「
帰
命
弁
』
を
異
義
対
破
の
書
と

し
て
評
価
す
る
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
石
田
氏
の
言
そ
か
り
る
な
ら
ば
、

「
教
学
の
場
に
於
て
展
開
を
遂
げ
る
可
能
性
を

含
ん
で
い
た
問
題
は
、
十
分
な
意
味
づ
け
そ
得
な
い
ま
ま
に
直
ち
に
安
心
の
正
邪
の
問
題
と
な
り
、
更
に
次
の
時
期
に
は
教
権
の
関
与

す
る
全
く
別
な
場
に
移
さ
れ
、
局
面
は
急
激
な
転
回
を
遂
げ
る
の
で
あ
匂
」

「
近
世
的
展
開
」
の
頂
点
に
立
つ
法
諜
の
時
代
に
見
ら
れ
た
自
由
制
達
な
学
風
は
す
で
に
か
げ
を
ひ
そ
め
、
功
存
の
段
階
に
は
か
く

の
ご
と
く
、
宗
学
の
「
近
世
的
限
界
」
が
露
呈
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) (3) (2) (1）註

た
と
え
ば
『
竜
谷
大
学
三
百
年
史
』
第
七
章

前
田
慧
雲
『
本
願
寺
派
学
事
史
』
・
鈴
木
法
深
『
真
宗
学
史
』
・
西
谷
順
誓
『
真
宗
の
教
義
及
宗
学
の
大
系
』
そ
の
他

「
三
百
年
史
』
第
七
章

肥
後
の
学
僧
月
感
が
能
化
西
吟
を
批
判
し
た
事
件
。

（
承
応
二
年
）



）
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(9) (8) (7) (6) 

知
空
の
伝
は
竜
谷
講
主
伝
・
本
願
寺
通
紀
巻
λ
・
学
苑
談
叢
に
出
づ
。
中
で
も
談
叢
に
は
、
か
れ
の
「
自
伝
」

め
る
。
『
三
百
年
史
』
二
五
三
頁

黒
江
一
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
黒
江
の
異
計
」
（
近
世
仏
教
一
号
及
三
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

竜
谷
大
学
蔵
。
そ
の
概
要
は
前
掲
「
黒
江
の
異
計
」
に
紹
介
し
て
お
い
た
。

住
田
閏
智
見
「
異
義
史
の
研
究
』
・
大
原
性
実
『
真
宗
教
学
史
研
究
（
具
安
心
の
研
究
）
』
は
無
帰
命
安
心
と
知
識
帰
命
を
い
づ
れ
も
観
念
系

異
義
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。

禿
氏
祐
祥
「
領
解
文
成
立
考
」
（
竜
谷
大
学
編
「
蓮
如
上
人
研
究
」
所
収
）

千
葉
乗
隆
「
『
木
仏
之
留
』
に
つ
い
て
」
（
近
世
仏
教
第
一
号
）

『
真
宗
叢
書
』
第
四
巻

『
日
渓
学
則
』
（
「
日
渓
三
書
」
所
収
）

智
逗
『
本
尊
義
』

『
真
宗
叢
書
』
第
四
篇

普
賢
大
円
「
法
霧
並
に
そ
の
時
代
の
行
信
思
想
」
（
真
宗
研
究
二

O
号）

『
真
宗
全
書
』
第
四

O
巻

朝
倉
昌
障
「
功
存
師
の
生
涯
と
願
生
帰
命
弁
の
事
縁
に
つ
い
て
」

『
三
百
年
史
』
一
一
五
一
頁

『
三
百
年
史
』
二
五
四
頁
以
下

石
田
慶
和
「
近
世
真
宗
教
学
の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

（
近
江
高
官
口
円
照
寺
蔵
）
を
収

。。 白ゆ (19) (18) 0司(16) (15) (14) (13) (12) (11) (10) 

－
大
原
性
実
「
日
渓
法
隷
の
宗
学
」

（
顕
真
学
報
二
号
）

（
真
宗
学
一
五
号
）

（
近
世
仏
教
第
三
号
）

初
期
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察
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